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通時的英語学研究のための
オンライン版コーパスアナライザー＊
Online Corpus Analyzers
for Diachronic Researches in English Linguistics
新　井　洋　一
要　　　旨
本稿では，特に通時的英語学研究に役立つ無料オンライン版コーパスアナラ
イザーを取りあげ，その利用法と有効な英語学研究の具体例，それぞれのコー
パスアナライザーの利点と問題点などについて考察する。取りあげる主なオン
ライン版コーパスアナライザーは，CQPweb, Google Books Ngram Viewer
（GBNV），Corpus of Historical American English（COHA） の 3 種類である。
CQPweb については，対象コーパスとして Corpus of English Dialogues
（CED）と American English 2006, British English 2006の 3 つを取り上げ，用
例の量はそれほど多くないものの，検索や用例の抽出の面で扱いやすい特徴を
持つことを明らかにする。時間軸上の包括範囲に関して，CED が1560～1760
年の200年間をカバーしているのは，貴重な存在である。
COHA は，BYU コーパスのひとつとして，他のコーパス同様，その検索の
し易さと，検索結果の表示や抽出の面で優れた特徴を持つ。通時的な包括範囲
も1800～2000年の200年間にわたり，CED の1560～1760年の200年間の後に続
くもので，両方をあわせて約400年間の通時的言語変化の観察が可能となる。
GBNV は，通時的にカバーしている範囲は広く，また検索用例も膨大である
という利点があるが，用例の抽出の面で問題点があり，COHA の開発者からの
批判を継続的に受けている。しかし，対象年代の古さでは群を抜いており，
OED の初例の反例の発見などには欠かせないものであろう。
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0 ．は じ め に
現代英語の分析研究をする際に役立つものとして，一部のオンライン版
のコーパスアナライザー（たとえば BYU-BNC, COCA, BNCweb など）につい
ては，すでに新井（2010a, 2010b, 2010c）で紹介してきた。本稿では，他の
オンライン版コーパスアナライザーで，原則無料で利用でき，通時的英語
学研究に役立つものに焦点を当てることにする。そしてこれらの簡単な利
用法と有効な英語学研究の具体例を紹介しながら，新たに利用する人々の
参考に供したい。
本稿で取りあげる主なオンライン版コーパスアナライザーは，CQPweb, 
Google Books Ngram Viewer（以下 GBNV），Corpus of Historical American 
English（以下 COHA） の 3 種類である。 
1 ．CQPweb
1）
CQPweb は，Lancaster 大学の Dr. Andrew Hardie 氏によって開発され
たものである。利用するためには，直接 Hardie 氏にメールで申し込み，
ID と Password を入手する必要がある。無料利用が可能になるものの，
図 1 に表示されているすべてのコーパスが利用できるわけではない。まだ
開発途上であったり，著作権処理の問題が残っていたり，利用者が Lan-
caster 大学の関係者かどうかなどの条件も絡み，利用者によって利用可能
なコーパスの種類は異なる。参考までに申し上げれば，筆者個人が現在利
用可能なコーパスは，以下にリストアップしたものであり，それ以外のも
のにはアクセスできないことになっている。
（1）利用可能な CQPweb コーパスリスト（2013年 3 月末現在）
The Arabian Nights（Aldine edition）
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American English 2006
British English 2006
BNC Sampler 
The Arabian Nights（Richard Burton translation）
Works of Dickens
50% sample of ukWaC 
Corpus of English Dialogues 
Shakespeare First Folio 
以上のコーパスの中で，まず本論のテーマである通時的なコーパスとし
て，Corpus of English Dialogues を取りあげ，そのあと，現在の英語コー
図 1 　CQPweb のアクセス画面
http://cqpweb.lancs.ac.uk/
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パスである American English 2006, British English 2006, 50% sample of 
ukWaC の 3 種類のコーパスについてまとめていきたい。
1. 1　Corpus of English Dialogues（CED）
2006年春に，A Corpus of English Dialogues 1560-1760（以下 CED）と
いう名称でリリースされた電子コーパスを，オンライン化したものであ
る。このコーパスは，Exploring spoken interaction of the Early Modern 
English period（1560-1760）というプロジェクトの成果のひとつであり， 
Merja Kytö と Jonathan Culpeper によって，Terry Walker（Uppsala 大学）
と Dawn Archer（Lancaster 大学）の協力のもとに編纂されたものである。
このコーパスは，1560～1760年のあいだに記録された実発話文と構成発話
文から成りたっており，テキスト数は177，総語数は1,183,690と解説され
ている。構成の具体的内訳については，表 1 を参照されたい。なお，
CQPweb の資料解説では，総語数1,441,273と記述されていてオリジナル解
表 1 　CED の構成内容と語数
実発話文
（Authentic Dialogue）
構成発話文
（Constructed Dialogue）
ナレーションは少め
（Minimum narratorial in-
tervention）
裁判録
（Trial Proceedings） 
285,660 語
戯曲集 （Drama Comedy） 
238,590語
講義集 （Didactic Works） 
A. 言語教育以外
162,250語
B. 言語教育
74,390語
その他（Miscellaneous） 
25,970語
ナレーションは多め
（Considerable narratorial 
intervention）
証言録
（Witness Depositions）
172,940語
散文集（Prose Fiction） 
223,890語
総単語数 458,600語 725,090語
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説と異なる点は注意が必要である。また，CQPweb の補足解説では，タ
イプ語総数42,555, タイプとトークンの割合は， 1 トークンあたり0.03タイ
プと記述されている。
この200年間にわたる発話文コーパスは，40年ごとに 5 つに下位区分さ
れていて，その内訳は上の表 2 のようになっている。このコーパスの構築
にあたって Kytö 等は，以下の点に留意したと説明している。
（2）①直接発話文を多く含める。
②性別が偏らないようにする。
③広い社会階級を代表する話者を含める。
④1560～1760年のあいだの代表的表現を含める。
⑤出典は，現存する中で可能な限り初期の版にこだわる。
それでは，このコーパスの活用によって，どのようなことが可能になる
か，簡単な具体例をひとつ紹介することにしよう。英語の綴り字表記に関
する例であるが，中英語の時期には，英語の単語の中には以下のように綴
られているものがあった。
（3）a. haue, loue
表 2 　CED の時代別下位区分と時代別語数
時代区分 語　　数
1 1560-1599 200,150語
2 1600-1639 204,470語
3 1640-1679 259,240語
4 1680-1719 297,090語
5 1720-1760 222,740語
総 語 数 1,183,690語
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b. vp, vpon
c. looke, thinke
これらの語を検索してみると，haue（2,503例），loue（392例）;  vp（439
例），vpon（562例）;  looke（196例），thinke（411例）という結果になる。検
索結果の具体例として，loue の検索結果の画面の最初と最後の一部を図
2 に示してみよう。
図 2 から，loue の392例目が最後の用例ということが理解できるが，
Filename が D 3 で始まることから，この用例が1640～1679年の第 3 期に
あたることがわかる。さらに興味深いことは，loue のみならず，（3）にあ
げたすべての単語の用例が，この第 3 期までで終わっており，第 4 期や第
5 期には 1 例も検出されないということである。以上のような言語表記の
変化について，その交替時期を特定するためには，CQPweb が備えた機
能が有効であり，（3）にあげた綴り字表記のすべての語が，1680年までに
は，ほぼ完全に現代の綴り字表記にとって代わられたことを検証できる。
図 2 　CED を対象にした loue の検索結果画面の一部
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1. 2　American English 2006（AE2006）と British English 2006（BE2006）
AE2006は，Brown や Frown などの先行コーパスの設計に沿って，2006
年のアメリカ英語を収録した米語コーパスである。同様に，BE 2006は，
LOB と FLOB の先行コーパスに沿って，2006年のイギリス英語を収録し
た英語コーパスである。
前者は，テキスト数500, 総語数1,175,965語で，ほぼ百万語のコーパスと
呼べるものである。タイプ語数は53,998語で，タイプとトークンの比率
は， 1 トークンあたり0.05タイプの割合である。一方後者は，テキスト数
500, 総語数1,000,000語で，当然ながらこちらも百万語のコーパスとなって
いる。タイプ語数は53,998語で，タイプとトークンの比率は，AE2006と同
じ 1 トークンあたり0.05タイプの割合である。
CQPweb には，Keywords という機能があり，あるコーパスを利用中
に，別のコーパスを選んで比較ボタンを押すことで，別のコーパスにはな
く利用中のコーパスのみに限定的な語を，頻度順に示してくれる機能があ
る。同様な機能は BNCweb にもあり，そこでは，別のコーパスではな
く，BNC コーパスの中の，spoken ファイルと written ファイルの比較が
できるものである。この Keywords 機能を使うことで，AE2006を利用中
に BE2006や，その他のあらかじめ登録されているコーパスを選んで比較
できる仕組みになっている。
この仕組みを使うと，たとえば米語と英語で異なる綴りの語を，頻度順
にチェックすることは容易に可能である。ここでは語彙的相違ではなく，
米語と英語で統語的に異なる表現について観察してみることにする。 たと
えば「～をしに行く」という表現は，通常「go to 原形動詞」が一般的で
あるが，特に口語では，米語と英語でそれぞれ以下のように区別して表現
することがある。
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（4） a.  . . . some friends called up and said do you want to go see this movie, 
and . . .
b.  Where’s your towel? Is it in the drawer? Go and see if you can find 
it. （Carter and McCarthy 2006 : 883）
（4.a） のように to が脱落するのが米語の特徴であり，（4.b） のように to
の代わりに and を使うのが英語の特徴であると言われている。この点を
CQPweb の AE2006と BE2006を使って検証してみると，以下のような検
索結果になる。
この結果は，Carter and McCarthy が指摘している米語と英語の相違の
ひとつの特徴と一致していることは明らかであり，AE2006と BE2006の
コーパスとしての有用性のひとつとして理解できよう。
1. 3　50% sample of ukWaC
WaC とは Web as Corpus の略で，イギリス関連の Web サイトをコーパ
スとして利用しようとするものである。このコーパスは，Trent 大学の
Marco Baroni や Bologna 大学の Eros Zanchetta が中心の，WaCky
2）
と呼
ばれるプロジェクトチームによって開発された（Baroni et al. 2009）もので， 
2013年 3 月より，CQPweb での一般利用が解禁になった。解説では，収
録テキスト数は1,346,675で，総語数は1,127,056,026語となっている。要約
表 3 　go V と go and V の米語と英語のコーパス別頻度
AE2006 BE2006
go V 21 1
go and V 7 21
go to V 29 39
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すれば，約11億3,000万語の現代英語コーパスであり，CQPweb のシステ
ムで扱える中では最大規模のコーパスである。したがって，BNC や
BE2006では見つからない表現も大量に検出できる長所がある。ただし，
容量が大きすぎて頻度リストが作成できず，他のコーパスと比較する
Keywords 機能が働かない点，また品詞標識付与が CLAWS の tagset を
使っていないので，他のコーパスのような品詞タグを使った検索ができな
い点は，十二分に注意が必要である。
1. 4　CED 以降
本稿の1.1節で紹介した CQPweb の CED コーパスは，1560～1760年の
200年間の英語の言語変化を観察できる。しかしながら，1760年代以降の
観察はできない。他に CQPweb に収められた英語コーパス，たとえば
Works of Dickens, BNC sampler, AE2006, BE2006, 50% sample of ukWaC
があるが，いずれも特定の一定期間に限られたものであり，CED の後の
長い期間を埋められるコーパスではない。
この欠落部分を補ってくれるコーパスが，次節以降で取りあげる
GBNV と COHA である。どちらも， 1800年～現在までの200年間をカバー
するオンラインコーパスである。もちろん1760～1800年までの40年ほどの
空白期間については，ひとつの弱点として了解しておく必要があろう。
2 ．Google Books Ngram Viewer（GBNV）
GBNV の最初のシステムは，2009年 7 月15日
3）
に公開されて一般利用が
可能になり，2012年には現在の改良版に変更された。この GBNV は，
Google の図書閲覧システムによってデータベース化された膨大な電子
データ
4）
を対象に，特定の語や語句の検索が可能で，該当書籍や該当ペー
ジがそのまま表示されると共に，該当書籍の出版年情報をもとに，検索語
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句の年度ごとの頻度を時間軸グラフに即座に表示する機能を持ち，史的
コーパスとしての利用が可能である。
GBNV は，後に述べる Mark Davies が開発した Corpus of Historical 
American English（COHA）抜きには語れない。検索対象の年代幅がほぼ
重なる上に，Davies が GBNV に対する COHA の優位性を，繰り返し説い
ていた時期があるからである。なおこの点については，第 3 節で触れるこ
とにして，以下 GBNV の主要な特徴と，具体的検索例について述べるこ
とにする。
2. 1　GBNV の特徴と機能
GBNV の初期画面は，次のページの図 3 のようなものである。その初
期画面では，Albert Einstein, Sherlock Holmes, Frankenstein の 3 つの語
句を検索した頻度結果が，1800～2000年の目盛りの入った時間軸上に表示
されている。画面の左上には，あらかじめ between 1800 and 2000として
あるが，この数字を変えることによって，自由に検索対象の年代を調整で
きるようになっている。また，その年代の右側にある図書資料名も，最初
は English となっているが，French, German, Hebrew, Russian, Italian, 
Spanish, Chinese などの他の言語を選ぶこともできるし，英語について
も，American English, British English, English Fiction, English（2009），
English Fiction（2009），English One Million（2009）などの選択肢が用意
されている。
Google 自身は，GBNV の活用について，複数の具体例をあげている
（http: //books.google.com/ngrams/info を参照）。たとえばそこでは，nursery 
school, kindergarten, child care の 3 語句について，American English の
コーパスを使った1950～2000年のあいだの頻度調査例をあげている。そこ
では，特に child care が1960年代後半から頻度が上昇し始め，1970年には
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nursery school の頻度を上回り，1973年には kindergarten の頻度も上回
り，1990年直後にそのピークがあることを解説した後，British English の
コーパスでは異なる結果になり興味深いと述べている
5）
。結果認識に議論
の余地はあるものの，社会情勢の変化と言語変化の関係を考察するため
に，強力なツールとなる具体例を示している点は評価できよう。
品詞標識を使った検索例についても言及している。 1 例として，tackle
の動詞（e.g. tackle the problem）と名詞（e.g. fishing tackle）の，通時的頻度
変化の相違を，次のページの図 4 のようなグラフで説明している。
図 4 のそれぞれのグラフには，実際には赤と青の色が付けられていて，
赤色の名詞の tackle の頻度が減少し，青色の動詞の tackle の頻度が徐々
に高まっていることが示されている。そしてその頻度の逆転時期は，1930
～1950年のあいだであることが明確に確認できる。このような生の言語事
図 3 　Google books Ngram Viewer の初期画面
http://books.google.com/ngrams/
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実の観察の積み重ねは重要であり，他の通時的なコーパスの調査結果と比
較することで，その事実の再検証が可能になる。
GBNV は，上で示した検索のために，以下のような検索式を使う。
（5）a. tackle_NOUN
b. tackle_VERB
このような品詞標識を含む検索は，2009年 7 月に初めて公開された版に
は存在しなかった機能である。GBNV は，2012年の改訂に際して，新た
に以下のような約10種類ほどの品詞標識を設けている。
（6）_NOUN_，_VERB_，_ADJ_（adjective），_ADV_（adverb）
_PRON_（pronoun），_DET_（determiner or article），
_ADP_（an apposition either preposition or postposition），
_NUM_（numeral），_CONJ_（conjunction），_PRT_（particle）
_ROOT_（root of the phrase tree）
_START_（start of a sentence）
図 4 　tackle の名詞と動詞の通時的頻度変化
http://books.google.com/ngrams/info より転載
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_END_（end of a sentence）
これらの品詞標識は，単独で使う場合は前後のアンダーバーを付けて使
い，単語の品詞を指定する場合は , 後ろのアンダーバーは省くようにす
る。具体的にはたとえば，以下のような使い方になる。
（7）a. tackle _DET_ _NOUN_（tackle a problem, tackle the ball などの検索）
b. water_VERB （water, waters, watering, watered などの動詞形の検索）
また，（6）の最後にあげた ROOT, START, END は，単語の指定に使う標
識ではないので，いつも両側にアンダーバーを入れた形式で使う。
（8）a. _ROOT_ think （従属節でなく主節に think がある用例の検索）
b. _START_ Of （文頭に Of がある用例の検索）　
c. not _PRON_ _END_ （文末に isn’t it, don’t they などがある用例の検索）
2. 2　GBNV の問題点
GBNV は実際に利用してみると，他のオンラインコーパスに比べて深
刻な問題点が少なからずある。まず第 1 の問題点は，ワイルドカードが使
えないことである。 そのために，BNCweb, CQPweb などで行える以下の
ような柔軟な検索設定ができず，効率的な検索ができないことになる。
（9）a. tackle* * _N*（tackles a problem, tackled problems など）
　（CQPweb, BNCweb などの検索方式に沿った場合）
b. [sneak].[v*]（sneak, sneaks, sneaking, sneaked, snuck など）
　（BYU-BNC, COHA などの検索方式に沿った場合）
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また最大の問題のひとつが，句読点を無視した検索をしてしまうことで
ある。たとえば，（10）のような検索をしてみると，（10.a）,（10.b）のような
例まで誤って換算してしまう。効率的でなくても正しい結果が得られれば
よいが，これでは膨大な間違った頻度数を算出していることになる。
（10）tackle _DET_ に相当する “tackle a” や “tackle the” の検索結果例
a. Fly tackle: a guide to the tools of the trade
b. The middle linebacker is also behind our tackle. The strong end plays 
a five technique on the outside shoulder of the offensive tackle. The 
strong linebacker either plays head-up or outside …
さらに致命的な問題点が，品詞標識を使った検索では，グラフ表示のみ
で，具体的な用例の表示がなされないことである。GBNV の最大の長所
は，実際の用例を，原典にあるがままで確認できることである。たとえば
品詞標識を使わない単純検索では，次ページの図 5 に示されているよう
に，グラフ表示の下の部分に，1800～2000年を 5 つ毎に分けた時代区分の
リンクが示される。このリンクをクリックすることで，次ページの図 6 に
示すような，具体的な原典と該当箇所が示される仕組みになっている。し
かし，品詞標識を使った検索結果の図 4（p. 12）のような場合は，グラフ
表示の下部に時代区分のリンク表示は示されない。したがって，単にグラ
フ表示のみで，具体的な該当例の確認はできないことになる。
図 6 の該当箇所の表示の例に戻ると，そのままでは年代順にはなってい
ないので，画面の右上の時代区分（期間）表示の右側のプルダウンメ
ニューを開いて日付順を選ぶことで，該当原典が新しい年代から降順に再
表示される。ここでもさらに，問題が残る。年代順表示は降順しかなく，
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昇順にソートし直すことはできない。言語研究では，年代順は昇順の方が
よいと思われるので，今後は昇順も降順も選べるような改善が欲しい。
GBNV についてまずなすべき点は，品詞標識を使った検索でも，該当箇
所へのリンクが可能になるように改良することであろう。既に述べたよう
に，品詞標識の検索には深刻な欠陥があり，具体的な該当例を確認できな
い単なる頻度表示のグラフは，まったく信頼できないからである。あえて
図 6 　tackle の検索結果の1987-2000のリンク先表示画面
図 5 　tackle の単純検索結果
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GBNV を利用する長所を述べれば，以下のようにまとめられるであろう。
（11）①ユーザー登録なしで，誰でもすぐに利用が可能である。
② 複数の語句をコンマで区切って並べるだけで，それらの語句の時代
別の頻度変化を一画面にまとめて確認できる。
③ 結果グラフの下に，年代毎のリンクが表示され，そのリンクから該
当用例の元になる出典およびそのページ画面を確認することができ
る。（ただし，このリンク表示は，品詞標識を使った応用的な検索ではでき
ない点を，じゅうぶん心得ておく必要がある。）
④ リンクから表示された出典を，逆年代順に並べ直す機能が付加され
ているので，出典年代を辿りながら用例を確認することができる。
3 ．Corpus of Historical American English（COHA）
3. 1　COHA の登録法と概略
このコーパスを利用するためには，まず次ページの図 7 の表紙画面にア
クセスし，この画面の下部の [ENTER] をクリックすれば，図 8 の登録と
認証の画面に進む。初めて利用する場合は，図 8 の画面の右上の LOG IN
表示のすぐ右隣の（REGISTER）をクリックすることで，登録画面に進
む。登録画面が出たら，氏名，所属，メールアドレス，パスワードなどの
必要事項を打ち込んで送信ボタンを押す。
登録したメールアドレスにリンク先を指示したメールがくるので，その
リンクをクリックすれば，開始画面に移動できることになる。登録する
メールアドレスが，実際の利用時の ID になるので，所属がはっきりしな
いような人の場合は，Gmail や Yahoo メールなどで，自分のアカウント
を作成しておくとよいだろう。因みに，携帯電話の docomo, au, softbank
などの専用アドレスではうまくいかないので，注意されたい。
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このコーパスは，Brigham Young University の Mark Davies 氏によって
開発された通時的オンラインコーパスで，2010年 9 月にベータ版が公開さ
http://corpus.byu.edu/coha/
図 7 　COHA の表紙画面
図 8 　COHA の登録とログイン画面
― 18 ―
れて以来，様々な改良を加えて現在に至っている。2013年 3 月末現在，
1810～2009年の約200年間にわたる，約 4 億語のアメリカ英語が収録され
ている。同じ Davies 氏によって開発された BYU-BNC（新井 2010a, b 参照）
と同じ基本システムで設計されており，検索機能の使い易さ，検索の柔軟
性と迅速さ，そして何よりもその結果表示の見易さは，コーパスツールの
中でも群を抜いている。
彼は他の通時的コーパスとして，既に Time Magazine Corpus of Ameri-
can English（TIMA 1923～2006年 約 1 億語），Corpus of Contemporary 
American English（COCA 1990～2012年 約 4 億 5 千万語），Corpus of Ameri-
can Soap Opera（CASO 2001～2012年 約 1 億語）などを開発している。この
中でも，特に史的コーパスとしてじゅうぶん機能を果たせるのは，この
COHA と，80年近いデータが収められた TIMA であろう。ただ，TIMA
については，雑誌というジャンルに限定的であり，この点でも COHA の
方が，ジャンルの面でも時間軸の面でも広範な検索を可能にしている点で
利用価値は高い。
3. 2　COHA と GBNV
Davies は，GBNV の史的コーパス的価値を評価しているものの，自ら
自分自身が開発した COHA との相違点について点検し，両者の比較研究
を行いながら，GBNV の弱点について徹底的に論じたことがある。たと
えば，品詞標識が使えない指摘もその 1 例であり，GBNV が2012年10月
に品詞標識を使えるように改良したのは，Davies の批判に応えたものと
思われる。しかし，前節で述べたように，GBNV の改良はワイルドカー
ドを組み込まない中途半端なものに終わっている。 COHA は，他の史的
コーパスの100倍ほどの容量であるが， GBNV が対象とするコーパスに比
べると遙かに少ない容量である。しかし，標準的な Google Books ではで
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きない，非常に多様な検索が可能である
6）
。
Davies が GBNV との比較で触れている問題点の中には，以下の 3 つの
問題点が含まれる。
（12）① 2 つの同義語の違いを一度に比べたいときに，COHA は可能である
が，GBNV は不可能である。
② 不規則変化する動詞について，その基本形（レンマ）と不規則変化
形の組み合わせの見直しサポートを COHA はしているが，GBNV
はきちんとしていない。
③ 同じ品詞の複数の単語を同時に検索するために，品詞タグを使った
検索をしたいとき，COHA は柔軟な検索式を設定できるが，GBNV
はできない。
①については既に例をあげたので省き，ここでは②と③の具体例につい
て触れることにする。まず②の問題点についてであるが， たとえば，
sneak という単語の過去・過去分詞形は，通常は sneaked であるが，最近
はくだけた表現として snuck となる場合がある。これらを COHA で検索
するときは，図 9 のように [sneak].[v*] という検索式で検索する。COHA
では，このひとつの検索式だけで，他の変化形と共に，結果リストの 5 番
図 9 　COHA を使った動詞 sneak の変化形の通時的変化
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目に snuck の通時的頻度変化の結果も得ることができているのがわかる。
しかし GBNV は，変化形のサポートや対処がなされていないので，
別々に検索しなければならない。また，結果が同じ画面に出力できないの
で，比較がむずかしいことになる。 そもそも GBNV のレンマと変化形の
基本表に sneak – snuck の対応がなされていないようで，正しい結果を得
ることはできない。
3. 3　COHA の改良点
まず最近の COHA の改良点の中でもっとも重要なもののひとつに，
BYU の他のコーパスとの連携機能の増強がある。たとえば，図10の画面
の上部中央の右寄りには，[START] で始まるプルダウンメニューが設置さ
れた。これは，BYU のひとつのコーパスから別のコーパスへの移動を，
俊敏に行うために役立つものである。
さらにその右方向には，[COMPARE]（図11）と [SIDE BY SIDE]（図12）
というプルダウンメニューがある。図11の [COMPARE] は，BYU のひと
つめのコーパスの検索結果が得られたとき，比較のための別のコーパスの
検索結果を，同じ検索式の再入力をせずに得たい場合に，役立つものであ
る。また図12の [SIDE BY SIDE] は，結果を並べて見たいとき，BYU の別
のコーパスをその場で選択するためのプルダウンメニューである。
3. 4　COHA による検索例（語彙編）
ここでは，Davies がまとめた COHA を使った検索例のうち，英語の語
彙に関するものを紹介しておきたい。まず語幹や接尾語からの単語の時代
別変化に着目し，*heart*, *ism などについて調査している。まず heart を
語幹にする単語の史的頻度の変化については，以下のような個別の単語の
特徴が観察できる。
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図10 　BYU の他のコーパスへの移動のためのプルダウンメニュー
図11　検索結果を他のコーパスで比較するためのプルダウンメニュー
図12　横に並べたい他のコーパスを選ぶためのプルダウンメニュー
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（13）①昔は頻度が多くて現在の頻度が少ないかほとんどないもの
heart-broken, warm-hearted, kind-hearted, heartlessness, heart-
strings
②昔に比べて頻度が少なくなったもの
hearted, light-hearted, heartily, disheartened
③昔はあまり頻度が高くなく，現在の頻度は増加傾向にあるもの
heartland, halfheartedly, heartbreak（ing），lighthearted, heartburn, 
heartwarming, heartbeat, heartning, open-heart, heartstopping
もうひとつの *ism の検索結果からは，時代毎の思想の変化が見てとれ
るという。それぞれの語について，その頻度がピークを迎える時代と共に
示すと以下のようになる。
（14）1830 patriotism
1840 calvinism, syllogism
1850  heroism, despotism, antagonism, Catholicism, Republicanism, 
scepticism, feudalism, provincialism
1880 spiriturism
1890 classicism
1900 naturalism, hypnotism
1910  patriotism（1830年も），socialism, rheumatism, militarism, altru-
ism, industrialism, Internationalism, Pacifism, Commercialism, 
Provincialism
1920 radicalism, imperialism, idealism, Bolshevism
1930 unionism, liberalism, fascism, romanticism
1940 Nazism
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1950 communism
1970 Marxism, Zionism, anti-semitism 
1980  skepticism, imperialism（1920年も）， humanism, totalitarianism, 
professionalism, relativism
1990 skepticism, racism, Judaism 
2000 feminism, terrorism
Davies は，共起語の検索例についても COHA による成果をいくつかあ
げている。たとえば，gay という単語を取りあげて調べるには，次のペー
ジの図13で示したように，COLLOCATE 機能を使って行う。この結果
1900年代以前は，（15.a） のような形容詞の表現の頻度が高く，1980～90年
代以降では （15.b） のような名詞表現の頻度が高くなっている。
（15）a.  bright and gay, gay and happy, a gay laugh, from grave to gay, gay 
and brilliant，gay and attractive, gay and jolly, gay joking
図13　COHA の COLLOCATE 機能を使った gay の共起語の検索法の一例
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b.  gay and lesbian, gay marriage, gay and bisexual, gay couples, open-
ly gay, gay bars, gay activist, abortion and gay rights, gay laughter, 
gay colors
さらに Davies は，他の語の共起表現の時代的変遷を，COHA を使った
調査結果として，下の表 4 のようにまとめている。
3. 5　COHA による検索例（構造編）
Davies によれば，以下のような文法構造について，顕著な史的変化が
みられるという。
（16）a. end up V-ing
b. going to V
c. V PRON into V-ing（e.g. talked them into going）
d. phrasal verbs with up（e.g. make up, show up）
表 4   COHA による共起表現の時代的変遷
共起語 1950年代以前に顕著 1960年代～2000年代に顕著
art 1830年代～1910年代
noble, classic, Grecian
1960年代～2000年代
abstract, Asian, African, commercial
fast 1850年代～1910年代
mail, train, horses, steamers
1960年代～2000年代
food, track, lane, buck
women 1930年代～1950年代
ridiculous, plump, loveliest, restless, 
agreeable
1960年代～2000年代
battered, militant, college-educated, 
liberated
music 1850年代～1910年代
delightful, exquisite, sweeter, tender
1970年代～2000年代
Western, Black, electronic, recorded
food 1850年代～1910年代
spiritual, insufficient, unwholesome, 
mental
1970年代～2000年代
fast, Chinese, Mexican, organic
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e. post-verbal negation with need（needn’t mention）
f. the get passive（get hired）
g. sentence-initial hopefully
h. semi-modals like need to and have to
i. the rise（and possible recent decrease）of the progressive passive
  （e.g. was being considered）
ここでは，（16.a）の表現を取りあげて検証してみたい。これは具体的に
は，end up paying, end up doing などの表現である。実際に近年になって
頻度が増大している構造表現であるかどうかは，[end].[v*] up *ing という
検索式を使うことで用例調査をすることができる。この一回の検索で，図
14にあるような検索結果を一度に得ることができるが，確かに1930年以前
はほとんど見られなかった表現であり，近年になって増大していることが
図14　COHA による end up ～ing の通時的頻度変化の表示
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よくわかる。
Davies はまた逆に，1800年代から減少した構造表現として，以下のも
のをあげている。
（17）a. so ADJ as to V（so good as to show me）
b. be but（they are but the last examples）
c. have quite V-ed（until she had quite finished）
d. NOUN be that of（her dress was that of a beggar）
e. a most ADJ NOUN（a most helpful child）
ここでは，（17.a）の「so ADJ as to V」表現を取りあげて観察してみた
い。COHA では，この表現の通時的変化の調査には，so [j*] as to [v*] とい
う検索式がもっとも簡単である。この結果，図15のような検索結果が得ら
れる。この図から明らかなように，最近ではかなり全体の頻度数が減って
いるのが確認できる。
図15　COHA による so ADJ as to V の通時的頻度変化の表示
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4 ．ま　と　め
本稿では，通時的英語研究に役立つと思われる主な 3 つのオンライン
コーパスアナライザーについて比較紹介してきた。CED コーパスが使え
る CQPweb は，特に1560～1760年の通時的研究に便利である。その年代
の後を受けるコーパスとしては，1800年以降から現在までをカバーしてい
る COHA が有効である。何よりも COHA は，以下のすべての機能を備え
ている点で，現時点でもっとも優れたオンラインコーパスと言っても過言
ではないだろう。
（18）①史的変化を比較しながらの語彙の検索
②ワイルドカードを使った形態的検索
③品詞標識を使った統語構造の検索
④ 共起語，同意語，応用リストなどを使った意味内容（語の意味）に
基づく検索
その COHA が執拗に蔑んでいる GBNV は，確かにほとんどの面で
COHA よりも劣るかもしれない。では，GBNV が不必要かと言えば，そ
ういうことにはならない。なんと言っても GBNV は，1500年～現在まで
の実際の書籍データを持ち，たとえば，ちょっと調べてみれば，COHA
では用例が見つからない時期の用例を，次から次へと提供してくれるから
である。ただし，この具体例については稿を改めたい。それ故に GBNV
は，COHA が真似の出来ない，OED の antedating（初例の反例）の検出
に，大いに活用されることであろう。
結局，今回の調査によって，それぞれのオンラインコーパスには，それ
ぞれ個別の価値があることを，改めて認識できた次第である。
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注
　＊　本稿は2009年中央大学特定課題研究の成果の一部である。
1）　BNCwebとほぼ同じ検索方式のため，BNCwebに慣れていれば扱いやすいで
あろう。最大の注意点は，BNCweb が CLAWS tagset 5 を使っているのに対
し，CQPwebのコーパスは，tagset 7 を使ってタグ付けされている点である。
2）　Web-as-Corpus kool ynitiative の acronym である。詳細は以下を参照。
http: //wacky.sslmit.unibo.it/doku.php 
3）　ただし Davies は，2010年12月と述べている。
4）　Google Books の時代別収録語数の内訳は以下の通りと言われている。
5）　Interestingly, the results are noticeably dif ferent when the corpus is 
switched to British English. とある。しかし，個人で検証してみると，変化
グラフの形に違いはあるものの，child care が nursery school や kindergar-
ten を上回る時期はほぼ同じであるし，結果的に nursery school が落ち込
み，child care がもっとも高い頻度である基本特徴は，British English の
コーパスでも変わりはなかった点を指摘しておきたい。
6）　Davies は，GBNV に BYU コーパスが持つ柔軟な機能を合体させた Ad-
vanced Google Books の開発さえしているほどである。ただこのシステム
は，2013年 3 月の時点では，実際に使うとまだまだ不安定で未完成な印象を
　
1500-
1799
1800-
1899
1900-
1909
1910-
1919
1920-
1929
1930-
1939
1940-
1949
American 0 .04 22. 8 7 . 5 10. 1 7 . 1 5 . 8 6 . 2
British 0 .77 11. 4 2 . 1 0 . 9 1 . 3 1 . 1 0 . 8
1 M 
Books
0 .64 32. 2 5 . 3 4 . 8 4 . 9 5 5 . 1
Fiction 0 .32 12. 3 3 . 4 3 . 2 2 . 9 2 . 4 2 . 4
Total 1 .77 78. 7 18. 3 19 16. 2 14. 3 14. 5
　
1950-
1959
1960-
1969
1970-
1979
1980-
1989
1990-
1999
2000-
2009
Total
American 8 . 1 13. 2 14 15. 5 19. 8 26. 9 157.04
British 1 . 5 1 . 8 1 . 8 2 . 1 2 . 9 5 . 4 33.87
1 M 
Books
5 . 4 5 . 2 4 . 9 5 . 3 5 . 5 4 . 8 89.04
Fiction 3 4 . 7 5 . 7 8 . 2 12. 3 29. 4 90.72
Total 18 24. 9 26. 4 31. 1 40. 5 66. 5 370.67
 （http: //googlebooks.byu.edu/help/datasets.asp に拠る）
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受けるので，本稿では取りあげないことにする。
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